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経営理念

名古屋電機工業株式会社は、安全・快適な道路交通をはじめ、豊かな社会の実現のために、

つねにNEW WAYを探求し、新たな価値を提供します。

社員の雇用とその家族の生活の安定と向上、新たな需要の創出、社会への還元のために、

正々堂々と事業を行い、適正な利益を追求します。

 株主の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお
喜び申し上げます。
 平素は、格別のご支援ならびにご鞭撻を賜り厚くお礼申し
上げます。
 ここに第65期第2四半期累計期間（2021年4月1日から
2021年9月30日まで）のご報告をさせていただくにあたり
まして、ご挨拶申し上げます。

2021年11月

服 部 高 明
代表取締役社長

 現時点では、業績及び製造や販売等の事業活
動への直接的な影響はございません。感染症対
策としましては、従業員に対して、在宅勤務や
フレックスタイム制度を活用した時差出勤を推
奨し、またお客様やお取引先様との商談にも、
オンラインミーティングを活用するなど、新型
コロナウイルスへの感染リスクを最小化するた
めの取り組みを継続しております。今後は国内
外においてワクチン接種がさらに進むことで、
経済活動の活発化が予想されていますが、引き
続き適切な感染症対策のもと、積極的な事業活
動に取り組んでまいります。

 なお、コロナ禍を契機としたデジタル化の加
速や、各国の緩やかな経済回復を受け、半導体
関連商品の需要が増大し、半導体の供給が逼迫
した状態となっています。このため、足元では
半導体関連商品の長納期化が顕著となっており、
当社におきましても今後は製品製造への影響が
懸念されます。当社では、代替部品の選定や製
造工程の見直しなど、あらゆる手段を講じて、
このようなリスクを最小限に留めるための取り
組みを行っております。

Q
コロナ禍が長期化していますが
名古屋電機工業への影響は
いかがでしょうか。

 当社グループの主要事業であり、官需を主と
する情報装置事業につきましては、老朽化した
インフラの大規模修繕を中心に、公共事業は高
水準で底堅く推移しています。そのような状況
下、規制区間の交通安全に役立つシステムの提
案などを行い、市場拡大を進めてきました。

 一方、民需を主とする検査装置事業につきま
しては、企業の電子部品の生産増加を背景に、
設備投資は持ち直しの動きがみられます。大手
企業と競業する厳しい環境のなか、受注獲得の
ため、新製品を中心に高付加価値製品の拡販に
注力してきました。

 これらの結果、当第2四半期連結累計期間に
おきましては、売上高68億83百万円（前年同
期比3.8％減）、営業利益6億92百万円（前年同
期比24.6％減）、経常利益7億28百万円（前年
同期比21.4％減）、親会社株主に帰属する四半
期純利益5億41百万円（前年同期比14.1％減）
となりました。 また、当第2四半期連結会計期
間末日現在の受注残高は189億38百万円となり
ました。

Q 第65期第2四半期を
振り返っていただけますか。
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■ 期末配当

盤の一層の強化を勘案した内部留保の充実に留意しつつ、また、安
定かつ可能な限り高水準な配当を行うことを基本と考えております。

 当社を取り巻く事業環境におきましては、新型コロナウイルス感
染症や世界的な半導体不足による調達難など様々なリスクが存在し
ます。このようななか、全役職員が業績達成に向けてあらゆる施策
によりリスクの最小化を試みていきます。また、専業メーカーとし
て常に何ができるかを意識して、社会に貢献していきたいと思います。

 私たちは単年度の事業計画だけでなく、中長期課題を意識的に
取り込むことにより、持続的な成長と企業価値の向上を目指して
まいりますので、株主の皆様には、より一層のご支援とご鞭撻を
賜りますようお願い申し上げます。

決算短信などの詳細情報は 名古屋電機工業　IR 検索

 当社では、道路情報板をはじめとして公共性の
高い事業を多く手掛けています。道路情報板は単
に文字や図柄を表示するものではなく、渋滞解消
や交通事故抑制などといった社会的課題を解決し
ようという目的があって、はじめて成立するもの
です。そういった観点から、当社の事業は、SDGs
をはじめとするグローバルな取り組みに対しても、
高い親和性があるものと考えております。

 そのような背景に基づき、当社では経営理念に
 株主の皆様への利益還元は会社経営の主要テーマ
のひとつと認識しており、将来の事業展開と経営基

のっとり、事業を通じて「安全・快適な道路交通
をはじめ豊かな社会の実現」につながる価値創造
にさらに邁進してまいります。そして、その実現
プロセスにも目を向けて、製造プロセスの環境負
荷の低減、心身の健康に配慮した職場環境の整備、
事業活動や製品のカーボンニュートラル化など社
会課題の解決に貢献していくことを目指します。

Q サステナブルな社会の実現のため
の取り組みはいかがですか。

Q 株主の皆様へメッセージを
お願いします。
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情報装置事業

検査装置事業

売上高

6,027百万円　　前年同期比4.9％減　

売上高

856百万円　　前年同期比4.9％増　

セグメント利益

1,008百万円　　前年同期比22.3％減　

セグメント利益

50百万円　　前年同期は25百万円の損失

受注残高は増加したものの、着
工準備段階の案件が多かったた
め、LED式道路情報板の生産が
進捗せず、売上・利益とも前年
同期を下回りました。

半導体需要増加や新製品の機能
アップ提案により、X線検査装
置や3次元基板外観検査装置の
売上・利益とも堅調に推移しま
した。

道路情報ソリューション

FA製造品質ソリューション

道路安全・工事規制ソリューション

▪事業内容

▪事業内容

道路情報提供システム

3Dはんだ印刷検査装置

標識車

3DX線検査装置

トンネル防災システム

3D基板外観検査装置

走光型運転支援灯システム

ICテスト用ハンドラ

会社概要（2021年9月30日現在）

商 号 名古屋電機工業株式会社
NAGOYA ELECTRIC WORKS CO., LTD.

設 立 1958年5月

資 本 金 1,184,975千円

事 業 内 容 官公庁向け各種情報装置システム及び自動車・
電子機器市場向け各種検査装置の製造販売

従 業 員 数 462名（2021年3月31日現在）
（注）従業員数は当社グループ就業人員であります。

本社（美和工
場・七宝工場）

〒490-1294 愛知県あま市篠田面徳29-1
電話番号：（052）443-1111
FAX番号：（052）443-2288

（登記上の本店は名古屋市中川区）

営 業 拠 点 札幌、仙台、東京、新潟、名古屋、大阪、高松、
広島、福岡、鹿児島

子 会 社 株式会社インフォメックス松本
（長野県安曇野市）

合 弁 会 社 Zero-Sum ITS Solutions India Private Ltd.
（インド・ベンガルール）

株式の状況（2021年9月30日現在）

発行可能株式総数 14,000,000株
発行済株式総数 6,422,000株

（自己株式589,123株を含む）

株主数 1,575名
単元株式数 100株

役員（2021年9月30日現在）

代 表 取 締 役 社 長 服 部 高 明

常 務 取 締 役 中 村 昭 秀

取 締 役 本 多 正 俊

取 締 役 川 浦 久 幸

取 締 役（社外） 赤 澤 義 文

常 勤 監 査 役 奥 田   聡

監 査 役（社外） 市 原 裕 也

監 査 役（社外） 髙 木 道 久

6,422,000株

1,575名

所有者別分布状況

所有数別分布状況

■ 個人・その他 3,880,531株 60.43%
■ 金融機関 397,400株 6.19%
■ その他法人 1,428,700株 22.25%
■ 外国人 7,908株 0.12%
■ 自己名義株式 589,123株 9.18%
■ 証券会社 118,338株 1.84%

大株主（上位10名）

株主名 持株数（株） 持株比率（％）
有限会社名電興産 540,000 9.25
名古屋電機工業社員持株会 480,000 8.22
服部 哲二 429,000 7.35
吉田 知広 258,800 4.43
株式会社三菱UFJ銀行 236,000 4.04
日本信号株式会社 220,000 3.77
福谷 桂子 195,800 3.35
牧野 弘和 192,600 3.30
第一実業株式会社 170,000 2.91
福谷 曜 141,200 2.42

（注）自己株式は、除外しております。

■ 100株未満 46名 2.92%
■ 100株以上5,000株未満 1,378名 87.49%
■ 5,000株以上10,000株未満 70名 4.44%
■ 10,000株以上50,000株未満 61名 3.87%
■ 50,000株以上100,000株未満 8名 0.50%
■ 100,000株以上 11名 0.70%
■ 自己名義株式 1名 0.06%

87.6％

12.4％
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ホームページのご案内

当社はホームページ内に投資家の方々を対象とした投資家
向け情報のページを設けています。
株主通信のバックナンバーや決算短信、配当金情報といっ
た各種資料等がご覧いただけます。

名古屋電機工業 検索

〒490-1294 愛知県あま市篠田面徳29-1
TEL：（052）443-1111 FAX：（052）443-2288

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

https://www.nagoya-denki.co.jp/

事業年度 4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月

基準日
定時株主総会 毎年3月31日
期末配当   毎年3月31日
中間配当   中間配当を行う場合は毎年9月30日

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同事務取扱場所

〒460-8685
名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
電話 0120-782-031
   （フリーダイヤル）

同取次窓口 三井住友信託銀行株式会社
本店及び全国各支店

トップページ IRページ

▪お知らせ
住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口
座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

未払配当金の支払について
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

「配当金計算書」について
配当金支払いの際送付している「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に
基づく「支払通知書」を兼ねております。

公告方法

当社のホームページに掲載します。
（https://www.nagoya-denki.co.jp/）
ただし事故その他のやむを得ない事由によって電子
公告による公告をすることができない場合は日本経
済新聞に掲載します。

上場証券取引所 名古屋証券取引所 市場第二部（コード6797）

株主メモ


